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メリヵ諸国はドル本位を採用するであろう ~J (J. M. Keynes. A Tract on Maneta叩 R<白押η



















う。」とケイγズは述べている (Keynes，The Economic Consequence of the Peace， 1919， 








































4) H. S巴hncht，工)ieStabilisierμng der Mark， 1928， SS. 103-101以下，“Stabil明"酎'lg"と
略す.越知道買訳「戦時経済とインフレージョン←ードイツーマルクの混乱より安定までーー」
昭和昨年I 139ベー ジ。
5) Eben品:l， SS. 90-91，邦訳122ペー ジ。
6) H. Schacht， 76 Jah四 meinesLebens. 1953， S.237以下，“Lebens"と略す。
7) A. Boyle， Mσntagu Nt.町沼田n，1967， p. 17(J さらに， ボイルは， ノー マンカミドイツの通貨
1924年，ヲイヒスマノレクをめぐるドルとスタ リγグの角逐 (289) 65 

























CIbid， p. 17'1) 
S) H_ Schacht， Lebens， SS. 245-246 
9) Ebenda， S. 246 
10) 五万四lda，s. 247 
66 (290) 第 116巻第5.6号
はγ ャハトの提案をシティーの有力なメンパーと議論する意向を示し，その翌
日に出来うれば一定の回答を与えようとシャ〈トに伝えている。それとは別に，








会談は次の日も統一き，ノ--o? :/はイングヲ Y F'銀行理事会および、ノティーの
メY ハーとの議論の結果としてγ ャハトに三つの約束を与えた。一つは，金割








11) Ebenda， 55. 248→249 










1924年，ヲイヒスマノレクをめ守るドルとスタ リソグ申角逐 (291) 67 




























なった H.Schacht， Stahilisie四川'g，SS. 100-103，邦訳 135-138ベージ Lebens，SS. 253-
255 

























1::l) S. V. O. Clarke， Central Banking C同teratωn;1924-31， 196'1， p. 59. 1月 I日付B
14) Ihid.， p. 59 
15) H. Schacht. Stabilisieru7.軍"S. 103，邦訳139ページ。
16) Ebeηda， 5S. 104-105，邦訳140-141ベージ。

























17) H. Schacht. Lebens， S. 256 
18) S. V. O. Clarke. op. cit.， p. 59 ノーマンりストロングあての手紙.1924年1月30日付-
19) H. Schacht， Stabilisie門 mg，SS. 107-108，邦訳144-:-145へ三人
?O) 日 endn_，S. 108邦訳146ベ一九 なお，結局新らしぐ担行が設立されることなしライヒヌ
パンクが改組されることになり，金割引銀行はヲイヒスパγクに!!'A収された。
21) Ebeilda， S. 110，邦言e148一、ージ。


















であり，ユ z ヨー ク連銀の理事:でもあるO・D・ヤングを正式の委員に入れ
ると同時に. I可じくモノレガ Y商会のトーマス・羽r・ヲモγ トは， 委員会がは
じまった 24年1月からドーズローンが発行されるまでヨ ロvパにとどまり，
背後にあってヤングと協力し，大きな役割士果している。さらに J. p・モノレ




22) Ebenda， SS. 111-112，邦訳148-150""':: ジ。


























23) S. V. O. Clarkeヲ op.ctt.， PP田 51 ヤングあ C甲電信 4月2日付。
24) lbid.， pp. 50-51 
25) 日銀調査局，前掲書参照。原文は，Federal Reserve Bulletin， May 1924，に転載されてい
るものによったc
72 (296) 第 116巻第5・6号
の安定及び予算均衡のための調査である。しかし，それは賠償支払いを可能に
せしめるためにドイツをして財政・金融制度の整備を行なわしめるためのもの
















































においてフラ y スは，二つの点で問題を提起した。一つは， ドイツが賠償支払
不履行に陥入勺た場合，フランスは独向行動をとる権利を保有するとい弓点，
もう一つは，不履行状態が実際におこったかを判断する機関は賠償委員会以外
26) S. V 口 Clarke，O.ρ cit.， p.57. 4月18日付。
27) Ibi.d" p. 57ストロングのロ ガンあての手紙.6月10日付B
28) lbid.， p. 57 
























29) H. Clay， Lord Norn叫 n，1956， p. 212. 
30) S. V. O. Clarke， op. cit.， p. 52. 7月12日付。
31) Ibid.， p. 52 ラモントは， 賠憤委員会から並立しており， そルガン商会が発言力を発揮でき
るトランスファー 委員会にその権限の事諌を主張したのである。
32) Ibtd.. PP. 52-53 





ズ案の実施を決めに終結Lた。そりために 1ー ズロー Y は発行1ることになっ
たものの，現実の発行条件が整わないために金融業者にとってここにきわめて
困難な事態が発生した。ノ マYは，イ γ グランド銀行理事会に事態の進展が
はかばかLくないことを報告L-.ラモY トヘ同様の趣旨の手紙を書いてLばら
〈休養するととを伝えている却。
ノーマ Yが 1ヶ月休養をとった後， 9月中旬から再びド スロー yの交渉が
はじまった。それまでに，ジャハトはドーズロ-/の割当について大陸の銀行





たちはなお跨惜していた。 9月17日，モノレガンとラモγ トはノーマ γに会った
が，彼らはまだロ Y発行について根本方針が決められていないと述べている。
33) Ibid.， p. 53 
34) ， 私は大蔵大臣(スノ デン〉と昨日長い明闘をした。枝は事態の進展をひじように心配
していた。 檀は現在到達した結論白下で， ドーズ案が要請した貨幣額が用意されるかどうか
と尋ねたが，私は明確な替えを何 つできなかった. 私はまた首相(マグドナルド〉と話をし







いから lノー マンのヲモントあての手紙， 8月16日付o H. Clay， op. cit.， pp. 214-215 
35) S. V. 0. Clarl理，ゆ cit.，p. 54. H. Schacht， Stabilisieru:ng， S.140，邦訳186ペジ。
36) S. V. 0. Clarke， op. cit.， p. 54 






いる。 現在のロー γは， ドイツがもっている国の全資産に対する先取特権を有1.-，
この国はこれまでどこの国も経験しなかった程の規模で外国の統制に服することにな











37) H. Clay， 0.ρ cu. pp. 215-216 




にリンクした~ H. Clay，噌.cit.， p. 179百また横浜正金銀行調査課「欧州諸国戦後の通貨安
定 中小諸国の部 」昭和5年.377ベヅ以下も書照。





ーー 分な時聞が経過すれば. ドイツ人はル ノレ解放のことよりも，第一五~O)強国がζれまでにこれ
韓外聞の統制:こ服したこ止があっただろうかと考えはじめる咋ちがいない。」
1924年，ライヒスマルクをめぐるドルとスタ リングの角逐 (301) 77 














しようとしている 1億ドノレの長期ロ ンは，フラ Yスの銀行業者が協力しない
と発行されないだろうと述べている41)0 モノレガYとラモY トが二ュ ヨークに
送った電信によると，フランス政府は銀行業者を集め，彼らに対して暴動法を








40) H. Clay.。ρ cit. p. 216 
41) S. V. O. Clarke，暗 cit.，pp. 6Tー68
42) Ibid.， p. 68 
78 (302) 第 116巻第5.6号
各国のドーズローンヘ白応募
額面(単位百万) 京屯 手 取 金
外貨〔単位百万) 1 ドイツ通貨(普)
ムロ 衆 国 110.0 ドノレ 95.6 400.6"7ノレク
イギ リ ス l~.U ポソド 10.3 192.9 
ベルギー 1.5ポンド 1.3 24.4 
オ「ラ ンタ凶 2.5ポンド 2.2 40.6 
フ フ ンス 3.Uポンド 2.6 48.2 
イ タ u ア 100.0リラ 86.3 15.7 
スウェーデン 25.2クローネ 21.8 243 
ア、 イ A ::.36ポンド 2.1 38.9 
15且Oスイスフラン 11.9 9.5 
ド イ ツ 0.36ポンド 0.3 5.9 
計 801.0マ/レク
出所 Reports of the Agent General， September 1. 1924 to August 31. 1925， p.11. S. V 
O. Clarkc， op. cit.， p.70からヲl用s







































43) lb剖， p. 61 
44) lb試， PP. 61-62. 3月14日付。


























45) Ibid.， p. 62 
46) lbiι， p. 63 
47) Federal Reser()e Bulletill， May 1924， p. 357. 




























48) IbUi" p. 386 
49) 5月13日 lbid.， J une 1924， pp. 460-461. 
82 (306) 第 116巻第5.6号
このアメリ力相!の鮮明な主張に対し，イギリス側から論評がさっそく行なわ

























50) The Times， May 15， 1924， 21面6
51) The Times， May 19， 1924， 15面.
52) Tlw Times， June 20， 1924， 22面。リーフはウヱストミンスタ 操行頭取。

























にはノ、γがり 通貨が金と関連をもった通貨になることを期待してその通貨を λ ター
リングの基礎の上Icおいたが，とのととは正当化されないのだろうか?J54) 
53) S. V. O. Clarke， 0ρ cit.， pp.64-65ス1ロングDノ マンあての手紙 6且3日.9日付。
























54) Ibl記， pp. 65-66. 6月16日付.さらにノ マンは同じ手紙で，ヨー ロツパの通貨は金よりもス
タ リングを基礎にした方がより安定的であると述べている，八/ガリ の安定化については注
38参照。
55) Ib叫， p. 66 
56) The Commercial and Financial Chr.日 'licle，}une 21， 1924， p.3031 
57) S. V. O. Claτ"ke. ot. cit.， p.66 
























58) Ibid.， p. 55 
59) The Con明日町田1and Financia1 Chroni叫'e，May.24， 1924， p.2520より a

























色リ γ クする ζ とによって， λ タ リンク》ミドイツの外貨準備になりうるし，
61) ヌ「 ストリアにつレては，オーストリア公債発行のときから，イギリスとアメリカの対抗がb
った ノー マソの四年4月9日付手紙事照"H. Clay. 0か日't.pp. 189-;-190 
1924年九ライヒスマノレクをめぐるドルとスタ リングの角道 (311) 87 











62) λトロ γグとノーマノは賠償問題の「解決」をイギリλ金本位桓婦のための コの条件として
いたL (L. V.' Chandler， Benjamin Strong， Central Banker. 1958， pp 田3-294)，ァ、トロ
ングはドーズ案が発表されて後，財務長官メロンあての手紙【5月27日付〕でヨーロツパ安定化
計画案を示すと同時に， アメリカの「低利子政聾むの必要を強調した。 (Ibid.，p. 271)こうし
てイギリス金本位檀帰への条件づくりが本格的にはじまった.前掲拙稿事凡
63) The Econo田 ist，AUR"ust B. 1925， p， 222 
